
「仕事と子育て」をテーマに、両立を目指す職員とそれを支える職場の管理を並べてみま
した。ワークライフバランスを整えることは、職場を超えて地域や社会全体で協力してい

かないと難しいことが分かります。例えば認定保育園に入るために引越しや離婚までしてしまう「保活」は社会問題
となっています。多くの情報がネット検索で入手できますが、的確な情報を得るには不明確さが残ります。そこで、
茨城県医師会では茨城県の委託事業を受けて、子育て中の職員を良質で適切な支援に結び付けることができる「院
内コーディネーター（仮）」の設置を推進し、多様なサービスとの連携を支援します。

職場全体で
次世代を育むために
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多様な保育サービス
ファミリーサポートセンター・ベビーシッター
地域子ども子育てサービス・放課後児童クラブなど

全ての職員が能力を十分に発揮
できるように就業規則等におい
て両立支援策の充実を図る

「看護休暇」
「勤務時間の短縮等の措置」などの付与

育児・保育支援の一時的な代行
「院内コーディネーター（仮）」が（保護
者の選択に基づき）サポーターやシッ
ターの手配を行う等子育てに必要な時間の確保

（行事や子どもの病気時等）
職務代行者　有り

突発的かつ職務代行者なし

早期復帰支援
待機児童対策

院内保育所の設置

病児・病後児保育の実施
学童保育の実施
一時預かりの実施

•女性医師等の両立支援
•女性医師等個別相談対応
•院内保育所の充実支援
•保育支援策の企画・提供
•多様なサービスとの連携調整

医療勤務環境改善支援センター
•働き方・休み方等の労働時間管理
•医療スタッフの健康支援
•働きやすさ確保のための環境整備
•働きがいの向上

院内コーディネーター（仮）の役割
子育て中の職員（この事業では医師）が勤務中に、子ども
の病気やけが等で職場を離れなければならないが、職務
の代行が難しい場合、院外の多様な保育サービスと連携
し一時的に保育支援を行います。同じ職場に働くスタッ
フがコーディネーター役を務めることで、子どもや保護
者の置かれている環境に応じ、保護者の選択に基づき、多
様なサービスと合わせてオーダーメイドな支援が期待で
きます。また、支援窓口が院内にあることで、職場のこど
も子育てニーズを集約。勤務環境改善に役立ちます。
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女性医師
就業支援
相談窓口からのお知らせ

ご相談・お問い合せはこちらから

女性医師就業支援相談窓口ホームページ
http://www.ibaraki.med.or.jp/women/
茨城県医師会　女性医師就業支援相談窓口
029-241-7467 0120-107-467

i-dr.support@au.wakwak.com029-241-7468


